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出
題
形
式
練
習 

解
答
・
解
説 

  

P33

 

 

１
、「
ひ
と
き
わ
」
は
副
詞
。（
他
と
比
べ
て
目
立
つ
様
子
。） 

 

 
 

  
 

副
詞
は
、
主
に
用
言
を
修
飾
す
る
。
ゆ
っ
く
り
・
も
っ
と
・
か
な
り 

な
ど
。 

 
 

 
 

「
太
陽
」「
満
ち
欠
け
」「
き
っ
か
け
」
は
名
詞
。 

 
 

 

２
、
前
文
は
現
在
の
金
星
に
つ
い
て
、
後
文
は
過
去
の
こ
と
を
述
べ
て
あ
る
の
で
、 

 
 

 
 

「
か
つ
て
」
と
い
う
言
葉
を
入
れ
る
。 

     
 

 

１
、
サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
は
、「
す
る
」「―

す
る
」
の
み
。 

２
、「
耳
に
す
る
」
は
、（
聞
く
つ
も
り
で
な
く
）
聞
く
。
耳
に
は
さ
む
。 

「
同
様
」
は
、
同
じ
で
あ
る
様
子
。 

学
生
、
社
会
人
に
と
っ
て
も
ア
ス
リ
ー
ト
と
同
じ
よ
う
に
「
心
技
体
」
が
大
切 

だ
と
い
う
こ
と
。 

 

    

P34

 
 

    

１
、「
的
確
」
は
、
確
か
で
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
す
。 

２
、「
豊
富
だ
」
は
、
形
容
動
詞
。
終
止
形
が
「―

だ
」
で
終
わ
る
。 

「
難
し
い
」「
よ
い
」「
う
れ
し
い
」
は
形
容
詞
。
終
止
形
が
「―

い
」
で
終 

わ
る
。 

３
、
直
前
の
文
章
を
ま
と
め
る
。
筆
者
は
、
自
分
の
感
情
を
表
す
た
め
の
言
葉
に 

少
し
の
ず
れ
を
感
じ
て
い
る
。 

 

P35

 

   

１
、
響
か
ナ
イ
（
ナ
イ
の
上
の
音
が
ア
段
な
の
で
、
五
段
活
用
） 

 
 

 

３
、「
追
随

つ
い
ず
い

を
許
さ
な
い
」
は
、
群
を
抜
い
て
優
れ
て
い
る
こ
と
。 

 
 

 
４
、
最
後
の
段
落
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

   

キ
リ
ト
リ
✂ 

解
答
は
下
の

QR

コ
ー
ド
か
ら 

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

 

２ 
 

１
、
イ 

 

２
、
エ 

 

 

３ 
 

１
、
イ 

 
 

２
、

D 

３
、(

例)

自
分
の
感
情
と
言
葉
の
表
現
が
ぴ
っ
た
り
と
一
致
し
な
い 

(

二
十
二
字) 

４
、
イ 

 

１ 
 

１
、

B 
 

２
、
イ 

 

 

４ 
 

１
、
ア 

 

２
、
イ 

 

３
、
ウ 

４
、
地
球
が
数
百
年
前
の
気
候
に
戻
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い 

（
二
十
二
字
） 
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P36
 

 
 

     
  

１
、「
一
方
で…

…
」
は
、
そ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
内
容
と
は
反
対
の
内
容
を
述
べ
て 

い
る
。【

B

】
後
の
文
で
は
、
具
体
的
な
弊
害
（
学
力
低
下
、
い
じ
め
な
ど
）
が 

書
か
れ
て
い
る
。 

２
、「
瞬
時
」
は
、
ご
く
わ
ず
か
な
時
間
。 

３
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
っ
て
で
き
る
こ
と
は
、
二
行
目
か
ら
七
行
目
に
書
か
れ 

て
い
る
。
対
面
授
業
の
事
は
書
か
れ
て
い
な
い
。 

４
、
最
後
の
段
落
に
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

P37

 

   １
、「
原
子
か
ら
」「
米
か
ら
」
は
、
材
料
・
原
料
な
ど
を
表
し
て
い
る
。 

４
、
直
前
の
文
で
「
長
い
年
月
を
か
け
て
発
見
し
た
」
と
述
べ
、
そ
の
後
の
「
用
途 

を
探
り
当
て
る
こ
と
」
に
つ
い
て
も
「
長
い
年
月
」
が
か
か
っ
た
と
述
べ
て
あ
る 

の
で
、「
さ
ら
に
」
を
あ
て
は
め
る
。 

５
、
十
行
目
以
降
に
書
か
れ
て
い
る
。 
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５ 
  

１
、【

B

】 
 

２
、
ウ 

 

３
、
エ 

 
 

４
、
今
と
な
っ
て
は
、
社
会
生
活
の
中
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
深
く 

浸
透
し
て
し
ま
っ
て
い
る 

（
三
十
四
字
） 

 

６ 
  

１
、
ウ 

 

２
、

118

種
類
の
元
素 

 

３
、
ア 

 
４
、
イ 

５
、
ウ 

 

７ 
 

１
、
①
温
厚 

②
意
図 

③
至 

④
防 

⑤
促
成 

２
、
①
か
え
り 

②
と
う
す
い 

③
ゆ
う
ぜ
ん 

④
い
ち
じ
る 

 

⑤
う
な
が 

  

８ 
 

１
、
①
寒
暖 

②
移
籍 

③
共
鳴 

④
歓
迎 

⑤
恩
恵 

２
、
①
え
ん
か
つ 

②
び
ょ
う
し
ゃ 

③
そ
う
し
ょ
く 

④
お
ご
そ 

 

⑤
な
が 


